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　48／80惹起胃粘膜障害の 進行 に対

する四逆散と柴胡桂枝湯エ キス の抑制効果
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【目的】四逆散と柴胡桂枝湯 （柴桂湯）は 、 黄連解毒湯 （黄解湯）と共に 急性 胃炎や 胃潰

瘍の治療に用い られて い る。 四逆散 と柴桂湯 の エ キ ス は虚血 再灌流に よる実験的 胃粘膜障

害を予防 し、また黄解湯 エ キ ス と同様 に活性酸素消去作用を示す こ とが知 られて い る 。 演

者 ら は 、肥満細胞 の 脱顆粒剤 で あ るcompound 　48／80（C48／80）を 1 回投与 して 惹起 させ た

胃粘膜障害に虚血再灌流惹起 胃粘膜障害と同様に活性酸素や脂質過酸化が関与する こ とを

明 らか に し 、 また黄解湯 エ キ ス がそ の 経 口 投与で こ の C48／80惹起胃粘膜障害の 進行を抑

制す る こ とを報告 して い る 。 今回 、 演者らは C48／80惹起 胃粘膜障害 の進行 に対 する四逆

散 と柴桂湯 エ キ ス の 経口投与に よる抑制効果を調 べ
、 黄解湯 エ キ ス の 場合と比較検討 し た 。

【方法】実験に は 1晩絶食 させ た雄性Wistar系 ラ ッ ト （7 週齢）を用 い た 。 胃粘膜障害

は、ラ ッ トに蒸留水 に溶解 した C48／80（O．75mg／kg）を 1回腹腔内投与 して 惹起 させた 。

四逆散 、 柴桂湯お よび黄解湯 の エ キ ス （ツ ム ラ社製）は 蒸留水 に懸濁 し、それぞれ体重 1

kg 当 りO．75、 1．3お よび0．5gをC48／80投与30分後 に経 口 投与 した 。 対照群に は 同量 の 蒸留

水を投与 した 。 ラ ッ トはC48／80投与 3時間後に屠殺 し、 胃を摘出 した 。 胃粘膜の 障害度

は腺胃部の 浮腫と出血斑の面積 （mm2 ）を調 べ
、 0〜靱 の グ レ イ ドに分類 し、 こ れらの グ

レ イ ドを用 い て表 した 。 また 、 胃粘膜組織は過酸化脂質 （LPO ）、　 glutathione　peroxidase

（GSH −px ）、　xanthine 　oXidase （XOD ）、
　 myeloperoxidase （MPO ）等の 測定に 用い た 。

【結果お よ び結論】C48／80投与30分後 で は 、 胃粘膜障害の 発症 と共 に 胃粘膜組織 の LPO

量の 増加 、 GSH −px活性の 低下 、
　XOD とMPO 活性の 上昇な どが認 め られた 。　C48／80投与

3 時間後で は 、 胃粘膜障害は進行 し、 また 胃粘膜組織の LPO 量 お よびGSH −
px 、　XOD 、

MPO 等 の酵素活性は 著 し く変動 して い た 。 こ れらの 変化は 、
　 C48／80投与30分後の 四逆散 、

柴桂湯お よび黄解湯 エ キ ス の 経 口投与で 有意 に 抑制さ れ た 。 四逆散 エ キ ス の抑制効果は黄

解湯エ キ ス と ほ ぼ同程度で あ っ た が 、 柴桂湯 エ キ ス の 抑制効果は両 エ キ ス よ りも弱か っ た 。

これ らの 結果よ り、 四逆散 と柴桂湯エ キ ス は黄解湯 エ キ ス と同様に活性酸素消去作用や脂

質過酸化抑制作用 に よ っ て C48／80惹起急性 胃粘膜障害 を抑制 し、 また活性酸素や脂質過

酸化の 関与す る急性 胃粘膜障害の 進行防止に有効で あ る こ とが示唆され た 。
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